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と
り
わ
け
、
就
労
、
教
育
、
生
活
、
健
康
な
ど
に
お
け
る
歴
然
と
し
た
格
差
、
根
強
い
結
婚
差
別
の
実
態
、
相
次
ぐ
悪
質
な

差
別
事
件
、
さ
ら
に
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
一
千
地
区
に
も
及
ぶ
未
指
定
、
事
業
未
実
施
地
区
の
存
在
な
ど
を
考
え
る
と
き
、

総
合
的
、
抜
本
的
に
部
落
問
題
を
解
決
す
る
部
落
解
放
基
本
法
の
制
定
が
急
が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

同
和
問
題
の
「
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
」
と
し
た
同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
以
下
「
同

対
審
」
答
申
）
が
出
さ
れ
て
三
十
年
。
「
同
対
審
」
答
申
を
受
け
て
特
別
立
法
が
制
定
さ
れ
、
今
日
ま
で
各
種
諸
施
策
が
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
部
落
差
別
の
根
絶
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

一 

一
九
九
三
年
に
総
務
庁
が
お
こ
な
っ
た
同
和
地
区
実
態
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
部
落
の
教
育
実
態
（
最
終
学
歴
）
に
お

い
て
高
校
修
了
者
三
二
・
三
％
（
国
勢
調
査
四
五
・
四
％
）
、
大
学
修
了
者
七
・
六
％
（
同
二
一
・
二
％
）
の
厳
し
い
格
差

が
あ
り
、
「
同
対
審
」
答
申
が
「
近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
と
は
、
ひ
と
く
ち
に
言
え
ば
、
市
民
的
権
利
、
自
由
の
侵

害
に
ほ
か
な
ら
な
い
―
略
―
こ
れ
ら
の
市
民
的
権
利
と
自
由
の
う
ち
、
職
業
選
択
の
自
由
、
す
な
わ
ち
就
職
の
機
会
均
等
が

完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
特
に
重
大
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
就
労
の
分
野
で
は
「
有
業
者
の
年
収
額
」
年
収
二
九 
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三 

六
月
九
日
の
総
務
庁
長
官
談
話
、
与
党
・
人
権
と
差
別
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
意
見
（
六
月
一
六
日
）
を
う
け

て
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る
民
間
運
動
団
体
は
「
法
的
措
置
、
行
財
政
措
置
の
必
要
性
を
政
府
・
与
党
が
実
質
的

に
認
め
、
『
法
打
ち
切
り
、
一
般
対
策
へ
の
移
行
』
を
転
換
さ
せ
た
」
と
の
評
価
を
内
外
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
部
落
解

放
基
本
法
制
定
国
民
運
動
は
、
民
間
運
動
団
体
は
も
と
よ
り
、
企
業
、
宗
教
、
学
者
、
文
化
人
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
、
幅 

九
万
円
ま
で
が
部
落
五
八
・
二
％
（
就
業
構
造
基
本
調
査
三
八
・
三
％
）
、
逆
に
四
〇
〇
万
円
以
上
は
部
落
二
三
・
七
％

（
同
四
一
・
一
％
）
と
厳
然
と
し
た
実
態
的
差
別
が
存
在
し
「
有
業
者
の
勤
め
先
の
企
業
規
模
」
に
つ
い
て
も
、
中
小
、
零 

二 

本
年
六
月
九
日
に
出
さ
れ
た
「
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
結
果
の
評
価
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」
の
山
口
鶴
男
総
務

庁
長
官
（
当
時
）
談
話
は
同
和
問
題
に
関
す
る
国
民
の
差
別
意
識
や
人
権
侵
害
の
存
在
を
認
め
た
上
で
「
今
後
、
地
域
改
善

対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
法
的
措
置
、
行
財
政
措
置
等
の
各
種
施
策
の
基
本
的
な
在
り
方
に

つ
い
て
更
に
検
討
を
…
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
従
来
の
「
一
般
対
策
へ
の
移
行
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
法
的

措
置
の
必
要
性
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
政
府
の
見
解
は
。 

細
企
業
へ
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
然
と
し
た
差
別
実
態
に
つ
い
て
、
政
府
は
格
差

の
完
全
解
消
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
方
策
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

広
い
人
々
の
結
集
に
よ
る
運
動
で
あ
り
、
「
法
的
措
置
」
に
対
し
大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
民
間
運
動
団
体
の
評
価
と
政
府
の
考
え
が
齟
齬
を
き
た
す
も
の
で
な
い
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。
今

日
の
段
階
に
お
け
る
、
政
府
の
統
一
し
た
見
解
を
お
尋
ね
し
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


